
埋設物調査システムの試行

１．埋設物調査システムについて
２．システムの操作イメージ
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１．埋設物調査システムについて
GIS大縮尺空間データ官民共有化推進協議会
運営主体 一般社団法人 大阪府測量設計業協会
システム提供・運営支援 一般社団法人 GIS支援センター

https://home.gis-sc.or.jp/douro/e_senyo.html

システム操作説明書システム ホームページ

資料４－14/104－



１．埋設物調査システムについて

システムによる
非対面化

持ち回り
訪問

工事事業者
（調査する側）

占用者
（回答する側）

これまで
空振り＊含めて全部に訪問していた

これから
事前照会して必要な箇所だけ訪問

＊空振りとは、占用業者へ埋設管の有無を確認するため直接訪問したが、該当なしで協議不要と判明した事例を指します

これまで
窓口業務で時間・空間的に拘束される

これから
システムから来た分については
任意の時点で回答可能に
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１．埋設物調査システムについて

工事場所に埋設管はあるか？

【占用者１】埋設管なし、協議不要です

【占用者２】付近に埋設管があるので協議が
必要です

協議が必要な占用者２のみ訪問

工事事業者：
占用者１のところへ訪問せずに済む

＜システム利用例＞

占用者：
システムで受ける分、窓口対応が減る
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埋設物調査に係る業務の一部をオンライン化するシステム
移動時間の削減・業務効率化に資する

（協議簿例）

１．埋設物調査システムについて

工事事業者
（調査する側）

占用者
（回答する側）

〇工事事業者側（調査する側 例：建設G）のメリット

システムによる事前照会を行うことで、
支障なしの占用業者窓口への移動・協議時間を削減し、
業務効率化に貢献

（協議簿例）の囲い部は支障なしとわかるため、訪問する必要が無くなる
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（協議簿例）

１．埋設物調査システムについて

工事事業者
（調査する側）

占用者
（回答する側）

〇占用者側（調査を受ける側 例：下水の管理G）のメリット

（システム経由の協議）・・・任意のタイミングで回答可能

（協議簿例）の協議事項をシステムで回答可能

埋設物調査に係る業務の一部をオンライン化するシステム
移動時間の削減・業務効率化に資する
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・工事事業者（申請側）の操作
いつどこでどんな工事をする予定か
占用者（ガス、電力、通信等）へ協議依頼する

・占用者（回答側）の操作
工事事業者からの依頼に回答する
回答例）既設管なし / 支障なし / 埋設管ありのため要協議 etc.

２．システムの操作イメージ
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２．システムの操作イメージ（工事事業者側）

ログイン画面
トップページ ＞ 埋設物調査（登録検索）

全体の流れ

ログイン ＞＞ 工事情報の登録 ＞＞ 占用者からの回答をチェック
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１

２

３

５ ６

①～③
工事概要の登録
（かがみ作成）

④～⑥
参考資料、工事場所の登録
（図形・図書登録）

２．システムの操作イメージ（工事事業者側）

4
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B

A

A B

６

図書更新

地図更新

２．システムの操作イメージ（工事事業者側）
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２．システムの操作イメージ（工事事業者側）
回答状況の確認

一部回答時 全ての回答が揃うと調査書が出力されます
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２．システムの操作イメージ（占用者）

ログイン画面 ＞
トップページ ＞ 埋設物調査（登録検索）工事事業者から依頼がくる ＞ リンクにアクセス
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回答状況参照 ＞ 検索

検索結果

２．システムの操作イメージ（占用者）

１

２

３
回答画面
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図書表示：添付資料を確認できます

２．システムの操作イメージ（占用者）

回答ページ
「意見書」の枠内をダブルクリック

３

地図表示：工事場所を確認できます
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３．まとめ

https://home.gis-sc.or.jp/douro/e_senyo.html

システムで
できないこと

システムで
できること

別途協議が必要な
占用者との協議

地下埋設物の
有無、確認工事事業者

窓口対応の依頼に
対する回答

システムで来た
依頼に対する回答占用者

システム ホームページ システム 操作説明書
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Hyogo Prefecture

兵庫県 土木部 技術企画課

大規模災害時の人工衛星画像の活用検討などについて
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Hyogo Prefecture

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

Ⅱ 兵庫県ＣＧハザードマップのリニューアル

2資料４－29/104－



Hyogo Prefecture

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

3

・土砂災害の
発生を確認

平常時

発災後

・調査、復旧
の重点化

人工衛星画像

浸水域

測量会社
（ﾄﾞﾛｰﾝ） 測量会社

（ﾄﾞﾛｰﾝ）
測量会社
（ﾄﾞﾛｰﾝ）

ﾄﾞﾛｰﾝで被害の概況の把握

地上調査（車・徒歩）で被害状況の把握
人工衛星で全体概要の把握

土木事務所
（車・職員）

空港被災

県外の被害甚
大箇所で撮影

航空機・ﾄﾞﾛｰﾝ・車で
確認できない

航空機・ﾄﾞﾛｰﾝ・車で
確認できない

県外

被害の全体像を迅速に把握し、
調査範囲を絞り込むことで、
調査を効率化。

災害発生時のイメージ

事例：令和４年8月大雨災害（新潟県）

人工衛星画像活用の効果

災害対応初動期のフロー

・南海トラフ巨大地震など広範囲の被害が想定される際に、人工衛星画像を活用することで、被害の全体像を迅速に把握し、詳細な
被害状況調査の効率化を図る。

衛星名：Pleiades 解像度：0.5m

©Airbus DS 2022

©Airbus DS 2022

（画像提供:株式会社パスコ）
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Hyogo Prefecture

4

◆人口衛星画像の事例

珠洲市役所

飯田港

衛星名：Pleiades
解像度：0.5m

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

（画像提供:株式会社パスコ）資料４－31/104－



Hyogo Prefecture

5

画像から得られる被害の内容、活用方法

◆斜面崩壊・堆積分布
画像から得られる被害の内容

令和６年能登半島地震（1/1_16:10発生）での事例
・国交省が航空写真より作成 （1/2撮影⇒1/4公開）
・衛星画像でも同様の被害内容の把握可能

斜面崩壊・堆積分布図

地震後 地震前

石川県珠洲市真浦町

◆被害の全体像把握、調査範囲の絞り込み
活用方法

◆迂回路の検討、道路啓開優先箇所の検討

・被害の全体像を早期に把握し、調査範囲を絞り込むことで被害状況調
査の効率化に活用。

・被害の小さい地域から被害の大きい地域へ職員派遣の検討に活用。
被害小

被害大

調査範囲の絞り込み

道路啓開作業の
重点化

・広域の道路被災状況（斜面崩壊）を把握し、迂回路の検討や道路啓
開優先箇所の検討に活用

①地上からでは、（最も手前
の）崩落箇所より先の道路
の状況がわからない。

迂回路の設定

集落
斜面崩壊による
通行不可

斜面崩壊・堆積範囲被害大

職員派遣

職
員
派
遣

②衛星画像を見ると、孤立
集落の東側に比べると西側
の方が斜面崩壊規模・箇所
数が小さいことがわかる。

西側の道路啓開を優先し、
建設機械、人材を重点化

入手時期：発災から３日程度（全国的な被災状況、衛星活用状況による変動あり）

航空写真

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

（「斜面崩壊・堆積分布図」、「航空写真」（国土地理院）を加工して作成）
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Hyogo Prefecture

6

画像から得られる被害の内容、活用方法

◆著しい被害のある施設
画像から得られる被害の内容

令和６年能登半島地震（1/1_16:10発生）での事例
・民間会社が衛星画像より作成 （1/2撮影⇒1/17公開）

活用方法

◆優先的に調査する施設の絞り込み
・著しい被害のある施設を把握し、優先的に調査することで被害状況調査
の効率化に活用。

衛星画像から判読した港湾被害
衛星名：Pleiades Neo
解像度：0.3m

衛星画像から判読した港湾被害（仮想）
（国土地理院航空写真を基図に被害を仮想で記載したもの）

優先的に調査する施設の絞り込み

南あわじ市福良港

入手時期：発災から2週間程度（全国的な被災状況、衛星活用状況による変動あり）

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

（画像提供:株式会社パスコ）
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Hyogo Prefecture

7

画像から得られる被害の内容、活用方法

◆津波浸水域
画像から得られる被害の内容

令和６年能登半島地震（1/1_16:10発生）での事例
・国交省が航空写真より作成 （1/2～1/17撮影⇒ 1/19公開）
・衛星画像でも同様の被害内容の把握可能

活用方法

石川県珠洲市宝立町
津波浸水域図

津波浸水域図（航空写真落とし込み）

◆被害の全体像把握、調査範囲の絞り込み
・被害の全体像を早期に把握し、調査範囲を絞り込むことで被害状況調
査の効率化に活用。

・被害の小さい地域から被害の大きい地域へ職員派遣の検討に活用。

津波浸水区域

被害小
職員派遣

職
員
派
遣

調査範囲の絞り込み

調査範囲の絞り込み

入手時期：発災から2週間程度（全国的な被災状況、衛星活用状況による変動あり）

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

（「空中写真判読による津波浸水域（推定）」、「航空写真」（国土地理院）を加工して作成）
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Hyogo Prefecture

8

画像から得られる被害の内容、活用方法

◆地殻変動量（隆起・沈降量、水平変動量）
画像から得られる被害の内容

令和６年能登半島地震（1/1_16:10発生）での事例
・国交省・JAXAが衛星画像より作成 （1/1、1/2観測⇒1/2公開）

◆地殻沈降後の高潮浸水想定区域の把握
活用方法

・南海トラフ地震により地殻沈降が発生した際に、その後の台風に伴う高潮
による浸水想定区域・浸水深の把握に活用。

地殻変動量（上下方向）

主な地震の地殻変動量

（津波浸水想定区域図では、地殻沈降量は考慮済み）

高潮浸水想定区域図地殻沈降量地殻変動量（東西方向）

地震による地殻沈降後の高潮浸水想定区域図
（高潮による浸水シミュレーションを本格的に再実施するまでの暫定利用）

地殻沈降量
2.0m以上3.0m未満
1.0m以上2.0m未満
0.0m以上1.0m未満

最大浸水深

3.0m以上5.0m未満
1.0m以上3.0m未満
0.0m以上1.0m未満

5.0m以上7.0m未満

西宮市芦屋市

尼崎市

西宮市芦屋市
尼崎市

西宮市芦屋市

尼崎市

入手時期：発災から１日程度（全国的な被災状況、衛星活用状況による変動あり）

Ⅰ 大規模災害時の人工衛星画像の活用検討

（出典：国土地理院ウェブサイト）

（出典：国土地理院ウェブサイト（解析:国土地理院、原初データ所有:JAXA））
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Hyogo Prefecture

○ 河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域などを示す「ハザードマップ」（浸水想定区域図等）、
水位など災害時の「リアルタイム情報」、過去の災害情報など「防災学習情報」を１つに集約した、平常
時・災害時に利用できる防災ポータルサイト

○ アクセス数は年間42万回（令和４年度）と、多くの方が利用

9

Ⅱ 兵庫県ＣＧハザードマップのリニューアル

兵庫県ＣＧハザードマップサイトとは

リニューアルの経緯

サイトオープン（平成17年８月）から18年が経過
【利用者意見】
○ 掲載情報が多く閲覧しづらい
○ 国のデジタルハザードマップサイトとどちらを見ればよいのか
【ひょうご事業改善レビュー意見(第5回外部委員会 令和4年9月12日)】
○ 地域の災害情報が検索しにくいため、学校の先生等が防災学習用の資料として容易に使えるよう

検索システムを設けるなどの改善をすべき 等

ＣＧハザードマップのシステム改善に取り組み、令和５年10月リニューアル
①レイアウトを刷新､②国のハザードマップを組込み､③検索システムを改良

リニューアルサイトURL
https://www.hazardmap.pref.hyogo.jp/
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Hyogo Prefecture

トップページのリンク先を３つに集約し、わかりやすくしました！

10

Ⅱ 兵庫県ＣＧハザードマップのリニューアル

刷新ポイント１ レイアウトを刷新！

どのボタンを押したらいいの・・・
情報が盛り沢山・・・
とっつきにくいなぁ～

New
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Hyogo Prefecture

国のデジタルハザードマップサイトが、国管理河川だけでなく県管理河川も含める形で
令和５年７月にリニューアルされたため、これを組込みました！

11

Ⅱ 兵庫県ＣＧハザードマップのリニューアル

刷新ポイント２ 新たに整備された国のデジタルハザードマップサイトを組込み！

サイトによって、更新頻度が違うから、
区域の範囲が違うけど・・・
どこか1つのサイトでまとめて見れないかな・・・

New
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Hyogo Prefecture

過去の災害情報を災害別、地域別、年度別で選択できるよう改良し、検索しやすくしました！

12

Ⅱ 兵庫県ＣＧハザードマップのリニューアル

刷新ポイント３ 防災学習情報の検索システムを改良！

Sample
Sample
Sample

自分が住んでいる地域の災害記録を知りたいな～

県民

New
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